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研究成果の概要（和文）：方法論については、類似点に注目する比較史の方向性を見出すにいた

った。これはより柔軟な時代・空間認識をもって、類似点に注目して様々な事例を選択し、比

較するものである。本研究でも「貨幣の重層性」、「貨幣の多様性」、「支払手段と価値尺度

の分離」といった視点から、さまざまな時代・地域の事例を検討できた。実証研究については、

近世近代移行期の日本社会においては、通貨不足により重層性・多様性が増す中で建値通貨と

決済通貨の分離が進行したこととが分かった。さらにこうした現象が、西アジア、西ヨーロッ

パ、中国においても生じていたことを確認した。 

 
研究成果の概要（英文）：On the methodology of this project, we adopted an approach of 
comparative analysis focusing on not the dissimilarities but the similarity in payment 
across different regions and periods. Similarities here refer to diversity of the currency, 
multi-layered structure of the currency or separation between the measure of payment and 
the unit of account. As for the empirical research, we could find that there was a separation 
between measure of payment and unit of account in the early modern Japan based on the 
documents of a local merchant. In other regions such as Western Asia, Western Europe and 
China, we confirmed that the same phenomenon occurred during their pre-modern or 
modern period. 
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１．研究開始当初の背景 
日本における近代通貨・信用システムの成立
に関しては、『明治財政史』『日本銀行百年史』
といった当局によって書かれた正史の類の

ほか、数多くの研究が存在する。これまでの
研究の成果を総括すれば、幕末開港から金本
位制の確立にかけて、前近代社会における多
様で重層的な通貨システムから、近代におけ



る単一の通貨システムへの移行が生じたこ
とが明らかにされている。しかしながら、こ
うした通貨システムの変革が生じた経済史
的背景とその内実については、必ずしも明確
ではない。この点を明らかにするためには、
①近世の通貨使用の実態、②近代移行期にお
ける内外の環境変化、③近代通貨システムの
設計者の意図とシステム移行の実際の効果、
といった点について、通貨の使用実態に即し
た実証的な研究を行うことが必要である。 
 
２．研究の目的 
江戸時代以前の日本の通貨システムは、金貨、
銀貨、銭貨、紙幣（藩札等）など「多様な通
貨が重層的に流通する」システムであったが、
明治時代には、統一通貨「円」の導入、新た
に設立された中央銀行による独占的通貨発
行の開始、金本位制の確立といった変革を通
じて、現代に通じる近代通貨システムへの移
行が行われた。本研究では、日本における近
代通貨・信用システムへの移行の背景を現実
の経済取引との関係のなかで実証的に検討
し、その世界史的位置付けを明らかにするこ
とを目的とする。その際、通貨が経済取引の
「決済」に用いられてきたという点に着目し、
理論面では決済に関する広義の取引費用の
概念を用い、また実証面では日本経済史、ア
ジア・西洋経済史、地域間関係史のこれまで
の知見を活用しつつ、同時期の日本と世界の
他の地域との比較ならびにその相互関係に
関する分析を含めた高度な実証分析を行う。 
 
３．研究の方法 
決済に関して、近世から近代移行期の日本の
経済取引の決済の実態を解明するとともに、
同時期の日本と世界の他の地域との比較な
らびにその相互関係に関する実証分析を行
う。第一に、既存研究、商家・農村文書、統
計データ等を活用し、江戸～明治期の決済の
実態とその変容について、個別の経済取引に
即して分析する。第二に、世界諸地域におけ
る決済の実態に着目し、上記の方法論を用い
て近代通貨システムへの移行に関する日本
との国際比較を行う。具体的には、アジアに
おいて日本とほぼ同時期に Western Impact
を経験した中国とインド、西欧の経済システ
ムに立脚していたが近代通貨システムへの
移行は遅れたとされる米国、および日本に先
行して近代通貨システムへの移行が生じた
ヨーロッパを主たる分析対象とする。 
 
４．研究成果 
方法論については、彼我の類似点に注目する
比較史の方向性を見出すにいたった。これは
日本中世史家の藤木久志氏と西洋中世経済
史家の森本芳樹氏がともに唱えるもので、本
研究ではこれらから大きな示唆を受けた。具

体的には、従来のように単線的で画一的な発
展段階論に基づいて相互の相違に着目する
ものではなく、より柔軟な時代認識をもって、
まず類似点に注目して事例を選択するもの
である。本研究でも「決済」、あるいは「貨
幣の重層性」や「貨幣の多様性」、「建値通貨
と決済通貨の分離」といった視点から、さま
ざまな時代・地域の事例を取り上げ、それら
の類似点に着目することで日本近代移行期
の貨幣史をめぐる議論の深化を図る糸口を
つかめたと考えている。 
 実証研究に関して、近世～近代移行期日本
については、地方商家文書の解析が進すすん
だ結果、当該期において「寶貨錯乱」と呼ば
れるような、通貨の重層性・多様性が進行す
る中で、支払手段と価値尺度の分離が進行し
つつあったことと、それと同時に総体として
近世的な通貨制度が明治初年において終焉
を迎えるに至った時期とその態様の一端を
つかむことができた。また外国の事例では、
西アジア、西ヨーロッパ、中国における建値
通貨と決済通貨の分離がある局面で進行す
ることが、いくつかの事例を通じて確認でき
た。 
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